
平成３１年度 事業計画 

 

１ 活動方針 

地域においては、人口減少・高齢化、中心市街地の衰退等、様々な課題が山積しています。一方、

スマートフォンの爆発的な普及をはじめ、端末・センサー類の小型軽量化・低廉化とそれに伴うデ

ータ流通量の飛躍的な増大は、IoT（Internet of Things）、ロボット、AI（Artificial Intelligence）、

ビッグデータ、５Ｇ、４Ｋ８Ｋ、シェアリングエコノミー、あるいはブロックチェーン技術の活用に

つながり、また官民によるデータの利活用促進と相まって、あらゆる場面で ICT が社会に大きな影

響を与えつつあります。これらの ICT は、個人や事業者等が容易に活用でき、多様化する個人のニ

ーズ等にきめ細かく対応したサービスの展開、業務の効率化や新ビジネスの創出、地域の課題解決、

安全・安心・スマートなまちづくり、テレワークによるワークスタイル変革、訪日外国人観光客等に

対するおもてなしの向上といったように、市民生活、あるいはまちづくりに大きな変革をもたらし

ています。 

政府では、狩猟社会・農耕社会・工業社会・情報社会に次ぐ、第５の社会を意味する「Society5.0」

の実現を目指し、IoT、ロボット、AIなどの革新的技術を様々な分野に展開して、あらゆる分野で現

在とは全く異なる社会を実現しようと取り組んでいます。また、総務省では「地域力強化戦略本部」

を立ち上げ、「Society5.0時代の地方」をキーワードとして、革新的技術の実装例や導入支援策を地

方と共有し、また優良事例や必要な施策の提案などを地方からいただき、双方向かつ積極的なやり

とりを行うことで、Society5.0の進化に伴う「持続可能な地域社会の構築」を目指しています。 

「Society5.0時代の地方」を支えるこうした国の ICT施策の推進に当たっては、国と地域をつな

ぐ中間支援機関の活動も重要な鍵となってきます。本協議会においても、関東地域において、ICT、

IoT 等を積極的に活用して地域の活性化、地域の課題解決等に取り組む会員等の活動を積極的に連

携・協力していきます。 

また、本協議会の会員がこうした地域における活動を効果的・効率的に取り組むことができるよ

う、会員の幹事会への参加と地域 NPO連携交流会等の開催を推進していきます。 

 

２ 総会 

前年度の活動について、企画・運営団体から報告いただくとともに、新年度の事業計画について

は、事務局から説明し、総会として承認を行います。 

また、前年度に入会した会員の（自己）紹介、基調講演などを行います。 

・一号議案：前年度の活動報告案 

・二号議案：平成 31年度事業計画案 

・三号議案：役員案 

・その他 

・前年度協議会事業を実施した会員からの報告 

・前年度に入会した会員の（自己）紹介 

・基調講演 など 

  日 時：4月 25日（木）14時 30分から 

  会 場：関東総合通信局 21階会議室（東京都千代田区九段南 1-2-1 九段第３合同庁舎） 



３ 幹事会等 

（１）幹事会 

   幹事会を年３回程度、関東総合通信局又は幹事が活動する地域などで開催します。幹事会には

会員の傍聴も可能とします。 

   幹事会では、主として本協議会の会員から提案のあった活動計画の承認、協議会活動の今後の

方向性等について決定するとともに、適宜総務省等の施策紹介も行い、各会員の取組との連携に

向けた情報共有の場とします。幹事会での意思決定の迅速化に向けて、メールでの審議も併用し

ます。 

 

（２）幹事作業部会 

   協議会活動の活性化等を図るため、幹事会の下で「幹事作業部会」を年３回程度開催します。幹

事作業部会での検討結果については、その都度幹事会に報告します。幹事作業部会の幹事は、幹

事会の中から互選により幹事会において毎年決定します。 

 

 （幹事会・幹事作業部会の開催スケジュール案と主な課題案） 

時期 概要 

４月 総  会 ・幹事、事業計画の承認 

５月 幹事会① ・幹事作業部会メンバーの決定 

・総会を受けて事業計画に沿った検討着手 

・アンケート等を参考として勉強会又は施設見学 

６月 幹事作業部会① ・事業計画に沿った新規提案の確認 

（提案企画書は幹事作業部会で確認後、電子メールで幹事会の承認手続を実施） 

９月 幹事作業部会② ・事業の進捗状況の共有 

・事業計画に沿った新規提案の確認 

（提案企画書は幹事作業部会で確認後、電子メールで幹事会の承認手続を実施） 

１１月 幹事会② ・事業の進捗状況の共有 

・事業計画に沿った新規提案の承認 

・幹事作業部会の検討状況の報告（中間報告） 

・次年度の事業計画案作成行程の確認 

・次年度の総務省概算要求の説明 

・アンケート等を参考として勉強会又は施設見学 

２月 幹事作業部会③ ≪32年度の事業計画案の策定≫ 

・事業の進捗状況の共有 

・次年度の事業計画案等の整理 

３月 幹事会③ ≪総会議案の審議≫ 

・事業の進捗状況の共有 

・当年度幹事の総括・次年度の幹事意向確認 

・次年度の事業計画案等の審議 

・アンケート等を参考として勉強会又は施設見学 

  ※予算の関係上、幹事作業部会等の回数の見直しまたは Web会議で開催する場合がある。 



４ 広域連携事業 

  本協議会では、ICT、IoT 等を積極的に活用して地域の活性化、地域の課題解決等に取り組む会員

等を支援し、また、会員がこうした地域における活動を効果的・効率的に取り組むことができるよ

う、地域 NPO連携交流会等の以下の活動に取り組みます。 

 

（１）地域 NPO連携交流会 

   本協議会会員間の交流・連携を促進するため、幹事主宰による「地域 NPO 連携交流会」を都県

ごとに開催し、地域の本協議会の会員の活動状況について紹介、ICT活用事例等を共有します。本

交流会には、会員に加え地域の NPO、大学、自治体、産業界等にも広く参加を募るとともに、都県

を越えた交流も促進します。 

   具体的な活動については、幹事会等において承認を受ける（メールでの審議を含む）こととし、

提案書（別紙様式）を事務局あてに提出します。 

   開催後、実施結果報告書（別紙様式）を事務局あてに提出します。 

 

（２）ICTの利活用に関する勉強会・視察会 

   地域における ICT の利活用に関するテーマについて、協議会の幹事・会員による勉強会や視察

などをそれぞれ１、２回程度実施します。可能な限り、幹事会と同時開催とします。検討テーマ等

は、会員からのアンケート結果等を参考に幹事会において決定します。 

 

（３）ICTを利活用した広域連携事業 

   地域のアイデアやビジネスプランを掘り起こし、優秀作品を表彰するビジネスコンテストや、

映像製作等を通してまちづくりと地域情報の発信を行う映像フェスティバルなどを開催し、これ

らの取組を通じて ICTの人材を育成します。 

   具体的な活動については、幹事会等において承認を受ける（メールでの審議を含む）こととし、

提案書（別紙様式）を事務局あてに提出します。 

   開催後、実施結果報告書（別紙様式）を事務局あてに提出します。 

 

５ 地域活動支援事業 

  本協議会の幹事及び会員 NPO 等が地域で開催する市民参加型の ICT を活用した地域活性化等を内

容とする「地域連携フォーラム（シンポジウム、セミナー等）」を協議会として共催、後援、協力等

実施します。 

  具体的な活動については、１０月末までを目途に幹事会等において承認を受ける（メールでの審

議を含む）こととし、共催を希望するものは開催日のおよそ４ヶ月前まで、後援あるいは協力を希

望するものは開催日の２ヶ月前を目途に、提案書（別紙様式）を事務局あてに提出します。 

  開催後２週間以内を目途に実施結果報告書（別紙様式）を事務局あてに提出します。 

 

６ 普及啓発活動 

  会員の拡大を図るため、関東総合通信局のウェブサイトにある本協議会のホームページをはじめ、

本協議会の活動を紹介するリーフレットを活用して、協議会活動をＰＲしていきます。 



協議会活動スキーム

② 事務局から、全幹事に展開、幹事作業部会で検討

① 幹事、会員から、NPO協議会活動を提案（事務局あて提案書をメール送付）

③ 幹事作業部会から、検討結果を事務局に回答

④ 予算措置を伴う部分については、提案者と事務局において適宜調整

⑤ 事務局から、予算措置部分についての調整状況を幹事作業部会に報告、幹事
作業部会（事務局）から、全幹事あて照会、承認

⑥ 提案者と事務局において作業開始（報道発表等）

⑦ 事務局から、幹事・会員への開催のご案内・幹事の参加意向の確認
（交流会開催要否決定）

⑨ 事務局にて、協議会ＨＰへの活動結果を掲載

⑧ 実施後、実施団体から事務局あてに開催結果の報告

【原則として開催から４ヶ月前】

【開催から２ヶ月前】

【開催から３ヶ月前】

【開催後、２週間以内】

【開催から１ヶ月前】

※原則として、①の事務局あての申し出は、10月15日までにお願いします。



 

平成３１年度 関東ＩＣＴ推進ＮＰＯ連絡協議会 事業提案書 様式 

イベント名  

開催時期  

 

開催場所  

 

 

開催目的  

 

 

 

 

開催概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催効果  

 

 

 

主催者・共催者等  

 

 

活動区分 

【協議会活動とし

ての位置づけ】 

 

該当するものに○をいれる 

① 広域連携事業（共催・後援・協力） 

② 地域活動支援事業（共催・後援・協力） 

③ その他 

担当ＮＰＯ 【連絡先】 

 

 

担当幹事  

  

別紙 



平成３１年度 関東ＩＣＴ推進ＮＰＯ連絡協議会 事業実施結果報告書 様式 

団体名：                  

イベント名  

主催者、共催者等 主催者： 

共催者： 

協 力： 

後 援： 

開催時期  

 

開催場所  

 

開催目的  

 

 

 

 

開催概要 

（演目、登壇者、具

体的な発言内容、 

参加者数、効果(今

後の予定)、当日の

写真等も挿入) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当ＮＰＯ 【連絡先】 

 

担当幹事  

※既存の様式にて代用することも可能。 
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